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富岡製糸場における最初の本格的な工事
西置繭所は、「富岡製糸場と絹産業遺産群」として 2014 年（平
成 26）に世界遺産リストに記載された富岡製糸場内に建つ。
1872 年（明治 5）の富岡製糸場操業開始時までに建設され
た施設のうちの 1棟で、繰糸所、東置繭所とともに国宝指
定を受けている（2014 年）。
群馬県富岡市に位置する富岡製糸場は、国内における

器械製糸を推し進めるべく模範工場として操業を開始した
1872 年以来、1893 年（明治 26）の三井家への払い下げ、
その後の原富太郎による買収など、数度の経営交代を経なが
らも、最後の経営を担った片倉工業株式会社が 1987 年（昭
和 62）に操業を停止するまでの 115 年間操業を続けた、日
本を代表する産業遺産のひとつである。最初期の施設が良く
保存されていながら、日々進歩する生産システムの変化に応
じて、すでにある建造物に改造を加えて使用を継続し、新た
な施設の増改築も繰り返していったことから、工場内の各所
でその変化の歴史をたどることができる点も大きな価値と
なっている。
操業停止後も片倉工業株式会社は、その歴史的意義を鑑

み、取り壊すことなく元工場施設を維持し、2005 年（平成
17）に富岡市へと建造物の一切を寄贈した（敷地は富岡市が

購入）。寄贈を受けた富岡市は現況の調査に着手し（『旧富岡
製糸場建造物群調査報告書』2006）、その後、保存と活用の
ための計画を策定した（『史跡・重要文化財（建造物）旧富岡
製糸場保存管理計画』2008、『史跡・重要文化財（建造物）旧
富岡製糸場整備活用計画』2014）。
富岡製糸場の保存と活用の方針が定まってくるなか、西

置繭所は、場内の主要な施設としては初めて、本格的な工事
を実施し、文化財として保存の措置をはかることとなった。
西置繭所は、文字通り、東置繭所とともに、生糸の原料とな
る繭を貯蔵する施設として建設された。自然の原料である繭
は入荷の時期が限られる（現在では明治期より多く収穫がで
きる）ことから、年間を通して安定した生糸生産を確保する
ために、2階建て桁行 100m超の貯蔵施設 2棟が必要であっ
た。西置繭所は、建設当初の部材、架構、仕様も残す一方で、
1階が選繭場、揚返し場などに転用される過程で床高が数回
上げられたり、繭の貯蔵技術（＝貯繭）の発展に応じた改造
が行われるなど、操業期間中の改造の履歴も同時に良く留め
ている。建設時から操業期間中の様々な変化も読み解くこと
ができる貴重な文化財
である。

保存・活用・耐震補強を連携した文化財保存
2015 年（平成 27）1月より建物の状態を把握するため、部
材の取外し工事を含む調査を開始した。同時に、整備活用計
画をもとにした活用設計の検討と、2009-2012 年の耐震診
断時に提案した耐震補強案の見直しを行なった。文化財の保
存事業では、破損部分の除去（対象や破損状況によって、全
解体、半解体、部分解体など工事規模を定めて行う）を終えて
建物を復旧する姿について方針が定まり、補修・組立工事を
開始するころにようやく活用の具体的な検討が始められる
ケースが多くある。この手順では、保存の方針と耐震補強案
の検討に、活用設計が反映されない。西置繭所の場合には、
すでに機能を失った規模の大きな施設に対して、後から付け
加えるように検討した活用では、魅力的で利便性の高い方法
は実現しえないと判断し、事業の開始から、保存と活用、加
えて耐震対策を相互に連携して進めた。連携を意識したスケ
ジュールをつくり、検討を進めた点が、本プロジェクトの特
色となっている。
富岡製糸場はおよそ 5.3ha の敷地内に大小 100 を超える

建造物・工作物があり、操業停止からはすでに 30年以上が
経過している（富岡市が寄贈を受けた 2005 年当時で操業停止
から 18年）。元工場として公開をしていくだけでなく、可能
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住 所
構造形式
建築面積
事業主
設計監理
協力

施工
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群馬県富岡市富岡
木骨煉瓦造、2階建、東面及び南面ヴェランダ付き
1486.60㎡　（延床面積　2568.24㎡）
富岡市
公益財団法人 文化財建造物保存技術協会
構造：江尻建築構造設計事務所　設備：森村設計
照明：飯塚智恵理照明設計事務所　音響：YAB建築・
音響設計　ミュージアムコンサルタント：マエダオフィス
竹中・タルヤ共同企業体
2015 年 1月～ 2020 年 5月

富岡製糸場俯瞰写真　西側より。写真手前が西置繭所

な施設については、文化財としての保存をはかりながら新た
な用途を考案し使用を再開していくことが、富岡製糸場全体
の維持保全にとって必要な方策であるとの考えが事業主の富
岡市を含む関係者間でも共通の認識となっていた。そのこと
も、プロジェクトに必要な体制がスムーズにつくられた要因
であった。多角的な視点から専門的な検討が必要となる現代
の文化財保存において、相互に連携しながら検討を進めるモ
デルケースともなった。
活用の内容としては、工事完了後には新たな見学施設と

して公開しながら、富岡製糸場総合研究センターによって蓄
積された研究成果を示すギャラリー、研究成果の発信や情報
交換も担うホールを設置することで、西置繭所の活用が、富
岡製糸場や製糸業についての理解を深め、かつ拡げる役割を
担っていくものとした。
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西置繭所における保存の方針
工事に着手し本格的な調査が始まると、西置繭所や富岡製糸
場について、次々と新たな知見が得られた。そして調査を重
ねることで、保存の方針が転換された。
文化財保存においては、オリジナルの部材を保存するこ

とに力点が置かれる（事例によって程度の差がある）。西置繭
所でも、一度解体すれば、当時の職人たちが、初めて煉瓦を
目にし、焼き、積んだときの仕事が失われてしまう煉瓦積な
どは、調査開始時から、極力手をかけずにおくことが前提と
なっていたが、内装の大半を占める漆喰天井や漆喰壁は、長
期間の使用により破損も随所に見受けられたことから、ほぼ
全面的に塗り直す計画となっていた。しかし、調査の結果、
取付間隔の狭い天井下地の木摺など、近代日本における最初
期の漆喰天井ならではの仕様の欠点などが確認された。現在
1階の天井に打ち付けられている格子状に組まれた桟木は、
仕様の欠点から垂下してくる天井を支えるために、明治期に
取られた対策であることなども判明した。つまり、西置繭所
は建設当時の技術の拙い部分もそのままに、使用を継続し
てきた建物であった。さらに、西置繭所の建設からおよそ 1
年後（1873 年［明治 6］）に建設された女工館では、木摺の
間が十分に取られるなど、同じ場内における操業初期の建
物でも技術が進歩した様子を見て取ることができた（同じ繭
の貯蔵施設である東置繭所の 1階では、漆喰天井はすべて掻き
落とされている）。また漆喰壁や建具には、操業中に作業員
が計算をしたメモがチョークで書かれていたり、漆喰を引っ
掻いて、自らの名前を記したりしたものが、いたるところで
確認された。建物に直接刻まれたメモや落書きも、115 年
間の操業を物語る貴重な資料と捉えることができた。
こうしたことから、西置繭所では、所有者である富岡市、

文化庁、そして富岡市が組織する有識者会議と設計者を含め
た協議のうえ、今後の維持と使用に支障がない部位について
は、一見して破損しているような箇所についても、極力現在
の状態をそのままにして次世代へと残していくべきとし、計
画当初より保存の方針を転換した。1階の床板や、ヴェラン
ダ木部、雨漏りが生じていた屋根など、破損の状態から手を
かけるべきと判断した箇所については、一度解体し組み直し
ているが、漆喰仕上げ以外に、内部での塗装は塗り直しを行
わないなど、従来であれば破損と判断し修理の手がかけられ
てもおかしくない部位についても条件を吟味し、可能と考え
られる範囲について、建設から操業期間中、ここまで維持さ
れてきた状態を注意深く残した点が、西置繭所の保存におけ
る重要な方針となった。調査の内容や、部材を残す（≒建物
に残された情報を残す）姿勢については、これまで積み重ね
られてきた文化財保存における知見や技術を踏襲しながら、
旧工場施設の一部であるという施設の性格を踏まえ、破損の
状態や価値の所在について、ひとつひとつ厳密に判断をした
点において文化財保存の考え方に対してもひとつ踏み込んだ
回答を提示した事例となった。また、後述のとおり、そうし
た判断は、活用や耐震とともに検討することで、より積極的
な選択が可能になったと言える。

1　西置繭所煉瓦壁　2　首長館煉瓦壁　西置繭所は 1872 年（明治 5）の操業開始までに建設された。首長館は女工館などとともに 1年
ほど遅れて竣工したとされる。両者を比較すると、漆喰天井と同様に、煉瓦寸法や目地幅が均質化され、生産と施工両方の技術が向上して
いることが伺える。富岡製糸場の文化財としてのひとつの価値は、こうして操業期間中に継続的に建設や増改築が重ねられたことで、場内
における種々の比較によって、歴史的変化を理解できることと言える。　3　西置繭所内部漆喰壁の落書き　「明治十三年七月」に刻まれ
た 4人の名前。明治期、西置繭所での貯繭にかかわる作業は 4人 1組で行われていた。　4　西置繭所漆喰天井　天井にも様々な痕跡が残
る。未熟な技術で施工された漆喰天井を支える後付けの格子、配線用の木板、取払われた仕切り壁の痕、はがれた漆喰の補修痕、ガス燈の
配管痕など。　5 西置繭所内部の壁（工事中）　別の建物に取付けられていたものを転用した建具も散見される。反古紙や新聞紙が貼られ
た漆喰壁、胴差の中央に貼られた「七號」の札は柱間毎にナンバリングして倉庫として使用されていたことを物語る。右隣の柱間では、漆
喰壁が黒く塗装されている。
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保存とデザインの融合
建物を維持していくために必要な措置を見極めながら、現代ま
で残ってきた状態をできうる限り残していくという保存の方針
は、活用設計を進める条件ともなった。西置繭所は不完全なキ
ングポスト・トラス（中心の束が柱となって基礎にまで到達し
ている）が一方向に連続していて、幅は一定である。つまり、
各柱間は同じ形式の繰り返しである。しかし、115 年の間に、
1階は糸取扱い所、転繰場（揚返し）、選繭場等と生産の変化
に応じて使い方にも変更が加えられ、2階では、技術の発展に
呼応して変化する貯繭方法に合わせて間仕切りなどの改造が間
断なく行われてきた。そうした使用と改造の経緯は、柱に後か
ら施された加工や不要となった仕口の埋木、部屋として区切ら

れていたことを示す塗装の塗り分け、天井や壁の黒ずみ、壁一
面に貼り付けられた新聞紙、繭袋を積み上げる最中に書かれた
チョークのメモなど、無数の痕跡として建物に刻み込まれてい
る。つまり、同じ形式の繰り返しであっても、全ての柱間が異
なる表情を持っている。建物を調査することとは、こうした時
間的な経過に対する理解の解像度を高める、ということに他な
らない。そして、西置繭所における活用設計は、深められた解
像度を生かし、いかに積み重ねられてきた時間的な経過を含め
て来館者が歴史的建造物を体感することができるか、いかに来
館者の注意をそうした部分に惹きつけることができるか、工夫
を凝らしデザインすることでもあった。内部に新たに構築され
た耐震補強を兼ねたガラスボックスや、補強鉄骨に取り付けて

既存の壁や天井に向けられた照明は、機能や性能の必要性を満
たすだけでなく、建造物そのものが鑑賞の対象として意識され
ることを促すための建築的な設えとしての役目を持たせたもの
である。
文化財に限らず、歴史的建造物に対し新たに加えるデザイン

はどうアプローチするのか、対象や取り巻く状況によって多様
な回答がありうる。西置繭所における特色は、保存を担うものと、
新たな設計を担うものが協働し、調査によって明らかとなる建
物の歴史を踏まえて新しく付加する部分を設計し、新設部分の
設計に応じて、修理として手を加える範囲や方法も検討するこ
とで、相互のフィードバックを深め、保存とデザインの融合を
はかろうというものであった。

1　ガラス内側から既存壁を見る　ガラス壁を補強鉄骨柱からセッ
トバックして設置した範囲。ガラス越しに均一に照らされた床、壁、
天井が目に入る。通常は背景に退くものを前景化させることを意図
している。補強鉄骨柱は柱通りに対して 2つに分割することで径
を小さくすることで無骨な補強材という印象を軽減した。開口部に
残る目張りは気密性を高めるために貼られた。　2　ホワイエ（ホー
ル側よりギャラリー方向を見る）　柱を照明することで連続性と長
さを強調している。また、建設時に槍鉋で削った加工痕の表情がわ
ずかに浮かび上がる。
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ガラスボックスの導入 . 保存・活用・耐震補強の複合的な解
決策の提示
1 階内部にガラスと鉄骨フレームによる箱状の空間を実現し
た点に、保存と活用に加えて耐震対策も同時に検討を進めた
プロジェクトの特徴が端的に表れている。文化財保存におい
ても、大規模な地震災害が起こるたびに耐震対策の考え方が
更新され、近年では不可欠な検討項目とされている。しかし
ながら、耐震補強はあくまでも建物の毀損を未然に防ぎ人命
の安全を確保するためのもので、保存における本質的なもの
とは捉えられていない。そのため、いかに既存建物を妨げず
に補強できるか、つまり本質的価値を減じないような補強方
法、という消極的な選択肢しか持たずに検討せざるを得ない
事態が生じやすい。
西置繭所では、活用という新たな課題とともに、耐震補

強案を同時に検討することで、より積極的な解決策（ガラス
ボックスの導入）を実現した。様々な改造の痕跡が 115 年間
の操業と富岡製糸場全体の工場システムの変遷を理解する重
要なものであることも踏まえて、出来る限り現代まで残って
きた状態を維持していくという保存の目標について共通の理
解を土台にしたうえでの連携があってこそ得られた選択で
あった。
耐震補強案は、求められる耐震性能が異なることから 1

階と 2階の補強を分割した。補強を分けることで 1階の天
井（2階の床）解体範囲を大幅に減らすことが可能となった。
2階はブレース程度の補強によって十分な耐震性能を確保で
きることから、活用の内容も調整し新たな要素の付加を減ら
して見学を主体にすることとした。1階は部材断面の大きな
補強材では、既存の倉庫空間の雰囲気を損なうと考え、既存
の柱を挟むように２本が一対となる細い鉄骨フレームで構成
し、無骨な補強材という印象を軽減した。
補強鉄骨の天井と壁を覆うガラスは、修理、耐震、活用

すべての要素から考えて採用した。補強鉄骨にガラスを取付
けて活用のためのスペースを分離することで、空調による既
存空間の温湿度変化の軽減、空調された空気が直接既存の仕
上げ面に直接吹き付けることによる過乾燥の防止、漆喰等の
剥落による日常利用への支障の緩和を狙っている。さらに天
井ガラスは強化の合わせガラスに SG膜を使用して水平力を
負担できる強度を持たせることで、耐震補強の一部を担って
いる。全面的にガラスを用い、単に既存の広いスペースに機
能を追加して新たな利用を可能にするのではなく、ガラス越
しに本来の雰囲気を感じながら建物を体験する、これまでに
ない文化財の活用の提案となった。

1 2 3

1　天井のガラス支持金具　力の伝達を考えて上下から金具でロチュール
を掴む。　2　ホール　既存柱の上部ではプレートをコの字型に成形し両
側から挟みんだ接続とした。既存木部には養生を施したうえ、 間には無
収縮モルタルを充填している。　3　2階垂直ブレース　2 階では柱通り
に沿って、新たな木材で四角くフレームを作り既存木部と接合した上で、
新設フレーム内に炭素繊維ブレースによる補強を施した。
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ギャラリー

設備室1
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新設EV
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ホワイエ
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控室
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（展示スペース） （展示スペース） （展示スペース）

建築計画
主に 1階に新たな機能を付加し、2階はほぼ修理前の状態の
まま補強や活用による新設部材は小規模少量としている。1
階のガラスボックスは中間部（エントランス）を挟んで大き
く 2つのゾーンに分割される。また既存床上に木製間仕切
りによる箱型のスペースをつくり設備室や控室等とした。既
存内部に構築したガラスの箱型に木製の箱型が挿入される形
式が基本的な構成である。
1階メインの出入口は工事前と変更なく、東側面中央の

南寄りに位置しており、外部の既存スロープを利用して内部
に入る。柱間 3間分がエントランスとなるが、この範囲に
はエレベーター以外に新設の要素はなく、正面の既存の簡易
リフト（台車運搬用）が来館者を迎える。床面は他と揃えて
新たに整備床を設けている。1階は来館者が立ち入り可能な
範囲は床レベルを統一して車椅子利用者等が見学する場合の
負荷の軽減をはかった。今回新たに設置したエレベーターは、
現在残る簡易リフトよりひとつ前の時期にあったリフトのた
めに作られた天井面の開口（2階の床面）が塞がれていたも
のを、再び開口して利用した。一度開口部として利用されて
いたため、すでに漆喰天井は失われており、木部材を取外す
ことで設置が可能であった。新たな階段も同様に、一度開口
として利用されていた範囲の木部材を取外して設置した。工
事前には、簡易リフト脇に幅 530mmと狭い急勾配の階段
がひとつあるだけで、日常的に来館者が昇降に用いるのは困
難であったため、2階への動線をいかに新たに設けるかが課
題となり、外部設置案なども比較検討したが、設置のための
解体範囲を抑える実施案を採用した。
エントランスに入って左手（南側）はギャラリーである。

富岡市が保管する製糸関連の道具や富岡製糸場に関する歴史
資料の展示を行う。西側に一部設備室を設けている以外はガ
ラスで囲まれたスペースである。展示資料だけでなく建物へ
も見学者の意識を向け、かつガラスへの照明の反射や映り込
みを抑えるため、補強鉄骨に取付く照明器具がガラス外側の
既存天井と壁を照らしている。ガラス内部の地灯り及び展示
用の照明は天井の凹部に設けたライティングレールに設置
し、器具が目立たないように配慮している。照明配置は他の
ゾーンでも考えを統一した。
右手にはホワイエ（中央）とホール（北側）が並ぶ。ホ

ワイエはホールの前室であり、見学やホールでの催しの合間
で休憩する場所ともなる中間的な性格のスペースとした。エ
ントランス寄りに案内カウンターを設け、ホールに向かう通
路状の部分の東西には便所や控え室、設備室等を集中的に配
置した。設備室の壁面には16ｍの年表展示を掲示する。ホー
ルでのイベント休憩時など、合間の時間に眺めることもでき
るし、じっくりと読み込んで製糸場に対する理解を深めるこ
ともできるような展示として企画した。
ホールは用途を限定せずに多目的な利用を想定した。南

側を除く全面がガラスで囲まれている。復原された東側の柱
間装置は一部を取り外せるように工夫して、整備部分のガラ
ス壁も柱間 3間分を引き分け戸とすることで、内外を一体

的に利用したイベントの実施も可能な設えとしている。
2階は中央部と南側の貯繭大缶 2つに展示を行い、ヴェ

ランダの一部とともに見学公開範囲としている。新設階段脇
には 1階で不足している控室及び物置のスペースを設けた。
利便性を考慮し、新設階段に近接した配置としている。

1 階平面図 scale:1/300

2 階平面図 scale:1/300

桁行断面図 scale:1/300

※青線は新設部分を示す
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内装
新たな内装は、既存の仕上げ面との差異の調節とガラスを多
用する中で生じる映り込みの抑制に力点を置いた。既存仕上
げ面との差異が大きすぎると見学者の意識が新設部分に向
き、ガラスへの映り込みが多く発生するとガラスが強く意識
されてしまう。ともに、既存建物の鑑賞／体感を阻害する要
因となる。この 2点に注意を払い、内装設計を行った。
　整備床はフローリング貼（t15mm）とし、塗装は天井ガ
ラスに映りこまないよう、濃いグレー色とした。貼り方はい
も貼りとし、縦目地は既存床板貼の方向（梁間方向）に合わ
せ、横目地は桁行方向に揃えた。床に付く制気口（空調の吹
出し口）も色調を合わせている。ガラス以外の壁面はグレー
に塗装したブナ練付合板とし、ガラスの内外で濃淡をつけた。
ガラス内部は濃いグレー塗装とし、ガラス壁への映りこみを
抑制した。ガラス外の壁面は既存の漆喰壁と向かい合うため
淡いグレーとし、既存の色調に合わせた。黒や白、といった
極端な色調は既存の仕上げ面の複雑な表情とは差異が大きく
なりすぎるために使用を避けた。

ガラス詳細
新設部分にはガラスを多用している。天井には、強化ガラス
12+12mmに SG膜を挟み部屋内側に飛散防止用の低反射
フィルムを貼った。補強鉄骨に合わせ、1500mm角程度の
ガラス 6枚で 1区画を構成し、中央でガラス梁（強化ガラ
ス 19+19mm、SG膜）で支持している。各ガラスは支持金
具で鉄骨と緊結している。
　壁には、フロートガラス 10+8mmに SG膜を挟み部屋内
側に天井と同様に飛散防止用の低反射フィルムを貼った。柱
間 1間分（3,600mm）に対しガラス 2枚を割付けるのを基
本とした。ガラスは上枠と下枠の 2辺で支持し、上枠は鉄
骨に緊結する部材とガラス側に接着し他方に引掛ける部材と
に分割し、地震時などに鉄骨の変形に追従する。また、万が
一枠が外れた場合にもガラスそのものが転倒しないよう転倒
防止金具を上部に取付けている。下枠は、既存床の不陸が大
きいために、ガラス壁設置時に高さ調整が必要との判断から、
高さを調節可能にしている。ただし、枠高さは整備床の高さ
（h185mm）を越えないようにし、ガラス面を出来る限り大
きく取った。
　ガラス壁には要所で出入口となる開口部を設けた。ギャラ
リーとホワイエそれぞれのエントランス側には自動扉を設置
している。またギャラリーとホールの外周部には、廊下状に
残る既存建物部分に出入りできる鋼製建具（開き戸）を設置
した。ともに補強鉄骨から支持を取っている。鉄骨は、耐震
補強を主目的にしているため、地震時には建物に追従して変
形する。各建具はその変形に追従できるように設計した。自
動扉は鉄骨梁から吊り下げることで追従する仕様とした。鋼
製建具（開き戸）は鉄骨に対して面付けとし、50mmのア
ンダーカットを設けることで変形時にも建具の開閉ができる
ようにした。

ホール

照明デザイン
既存の照明設備は、配線配管類が耐用年数を超えており再用
するには更新が必要であったが、内部に露出した配線配管は
操業時の様子を示す要素でもあり、更新すれば雰囲気を損ね
てしまう。結果として、既存の照明設備は再用せず断線のう
え、取外す必要のない器具と配線配管類はそのままとした。
新たに設置する照明器具には 2つの役割を持たせた。1

つは既存建物を演出する照明で、外観をライトアップし、内
部 1階では既存の天井や壁など通常は器具が取付く部位を
照らしている。既述の通り、既存の天井や壁は、長年の操業
を経て、柱間毎に異なる表情を持つ。照明はそれぞれの違い
を感じられるようわずかに違いを強調する。また反射光は室
内全体をぼんやりと明るくする効果も生んだ。もう 1つは、
地灯り及び資料や年表など展示用の器具（スポットライトと
ダウンライト）を設置した。展示用の器具やトイレ等のバッ
クヤードをのぞいた大半の照明は調光制御を行い、時間帯、
シーン、用途に応じた使い分けを可能にしている。
梁間方向の各柱通りに調光／非調光のライティングダク

トを 1本ずつ設置し、スポットライトの器具配置の可変性
を高め、展示更新やイベントにも対応しやすくした。ライティ
ングダクトはガラス天井の凹部を通して、小型のスポットラ
イトを採用することで、器具が目立たないようにした。各器
具の取付は、既存部材への負担を少なくする方法とした。ヴェ
ランダに設置したライトアップ照明のうち 2階壁面用器具
は手摺地覆に打付た器具設置用の部材に取付け、1階壁面用
器具は 2階床板の 間を利用し金物を固定したうえで器具
を取付けている。また 1階では、補強鉄骨の梁を利用して
器具取付を行った。
新たに整備した部分が限定的な 2階は照明器具の設置方

針を変えている。演出用と展示用の 2種類の器具を主に用
いている点は 1階と同様だが、天井がなく小屋組と野地板
が露出する 2階内部では、壁に対する照明と、床面に対し
て範囲を絞った照明を用いることで、大きなボリュームの空
間や長さを強調している。取付については、既存の挟み梁の
間に母材を傷めないよう金物を取付けた器具と、床置きの器
具を併用した。
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展示デザイン
西置繭所の場合、活用の設計とは、新たに加える部分のデザ
インであり、かつ来館者の鑑賞を補助するものであると捉え、
展示デザインまでを手がけた。1階ギャラリーには製糸にま
つわる道具を中心に、明治の建設当時に輸入された工具（万
力や金床）、製糸場の女性従業員への教育に用いられた教科
書類や大そろばんといった資料を展示している。ほとんどが
実際に富岡製糸場で利用されていたものである。操業を停止
して 30数年が経過した現在の富岡製糸場には、ここに働い
た人々の姿はない。繭袋を載せる使い古された台秤や、とこ
ろどころ錆びついた製品検査に用いる検位衡（測り）は、ひ
とつずつ見れば、今でもどこかで現役で使われていてもおか
しくないものたちだ。内容や印刷こそ時代を感じさせるもの
の、年若い従業員たちが仕事の合間に学んだ教科書は、来館
者にとっても縁遠いものではない。実際に人の手が触れたこ
とを想起させる展示資料を載せる什器の一部には、場内での
学習に用いられていた机を転用している。机上には、漫画風
の落書きや裁縫に用いられたであろうルレットの跡がありあ
りと残っている。そして、照明が当てられたガラスの外側に
も、繭袋を運ぶ台車によって傷つけられて煉瓦が露出した壁
が浮かび上がっている。2階には、工事において取り替えた

部材を中心に展示し、一部に場内を撮影した写真を用いたイ
ンスタレーションを設置した。建築部材は、躯体から取り外
してみると、その大きさや質感が建築の一部であったときと
は異なるし、そもそも部材の多くがほんの一部しか表面に現
れていなかったことが分かる。使われた時代も種類も違う何
十本もの釘や、樹種も厚みもことなる床板の断片などは、道
具や機械と同じように、人々によって様々に手を加えられな
がら建物が使い続けられていたことを示している。
展示においては、製糸場の成り立ちや製糸業の背景、工場と
しての稼働時や経営母体の変化などについての解説を加える
とともに、かつて富岡製糸場に無数の人々が実際に過ごして
いたことへの連想のきっかけを拾い集め、それに目が止まる
ような場面を作ることに注力した。保存の方針や手法を踏ま
え、ガラスハウスやエレベーターといった新設部分の設計か
ら、展示デザインまで一貫した発想で取り組むことで、建物
と展示資料を同時に鑑賞し体感できる、新しい西置繭所の姿
を目指した。

ギャラリー
展示什器だけでなく、展示資料の選定、実測、展示解説まで含めて所
有者とともに検討した。右側には製糸工程をイラスト化し、各工程に
関連する道具類を近くに配置することで、個別に見ると用途を想像し
にくい道具と工程の関係が一望できる展示棚を設けた。
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ギャラリー　富岡製糸場に保管されていた資料を中心にした展示。展示の一環として制作した音声ガイドでは、資料と建物の解説を織り交ぜてい
る。ガイドによって、資料と建物、両方を同時に鑑賞することを促している。
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1 3

2

1　2階　ガラスハウスなどが設けられていない 2階は、建築部材を中心にした展示。元々天井が仕上げられておらず、小屋組が現しとなって、
上方が暗がりとなる既存建物の特徴をそのままにしている。新設のエレベーターが、簡易リフトと向かい合う。照明は既存の梁に挟んだスポット
ライトを使用。　2 　2階写真展示　鉄板で天井・壁・床が覆われた貯繭大缶（獣害や湿気による繭の劣化を防ぐために設置された）を用いた写
真展示スペース。　3　ギャラリー展示什器　場内で使用されていた机を転用した什器。天板にガラス板を載せて、アクリルで覆う。ガラス内部
に転用什器を用いることで、ガラスの内側と外側に連続した雰囲気を作り出している。
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1　階段見下ろし　塞がれていた旧開口部の木部材を取外して再び開口
し、新たな階段を設置した。既存建物と新設部分が配分を変化させなが
ら混じり合う。　2 　2 階　北側半分は補強と照明のみを加えた。格子
は繭袋を積上げる際の仕切り壁として機能していた。暗がりに等間隔に
落ちる照明が建物の長さを示す。　3　階段見上げ　階段を昇ると貯繭
大缶の鉄板が現れる。　4　2階控室　階段隣に新設した控室。鉄板の
上に木軸を組んで、補強材に緊結した。既存部材とは縁を切っている。



工事着手前の中庭側北寄り。1階の煉瓦壁は操業末
期に化粧煉瓦で塞がれたもの。

1階床組の解体後。部材は順番に取外し、状態や変
遷を調べる。

補修後の部材を組み上げる様子。

1階内部。耐震補強のための鉄骨建方。

床板は元の位置に再び取付けた。

補修を終えて、取付ける前のヴェランダの床板。

西置繭所全体を覆い屋 (素屋根 )で囲む。

野地板の破損は東西面で異なる。こうした情報から
過去の修理歴を読み解く。

破損が大きく部材を取り替える場合も、建設当初の
継手の形を忠実に再現する。

重機が入らないため、手運び可能なサイズでパーツ
を製作して組立てる。

屋根下地は、建設当初の仕様を可能な限り再現した。

捻じれた部材も工夫して再び組み上げる。

周辺地盤の発掘調査。

腐った部分のみ切断して除去する。

仮組と調整を繰り返して組み立てていく。

1階内部の鉄骨補強の設置完了。

屋根瓦の 6割は元の瓦を再使用。

外部塗装の塗り直し。

屋根の破損状況

建具は改造や転用が多く、一枚一枚が異なっていた。

取替えた部材には焼印で修理年号を示す。

腐っていた柱の根元の補修。

大棟は南北とも、今回の修理まで建設時の鬼瓦が残
されていた。

床板の復旧が完了。

瓦 4万枚以上全て破損状況をチェック。6割程度の
瓦を再び葺いた。

建設当初の建具も数多く残っていた。

手作業で行う塗装の剥離作業。

元の軒樋の内側に新たに板金を施す。

失われていた屋根の漆喰の一部を復旧した。

活用のための間仕切製作。

ヴェランダの破損状況。

建具の板金は昭和のものであった。

元の部材を再び用いるために、新たな補強材を追加
した部分。

補強した目地は周囲に合わせて石灰モルタルで仕上
げをした。

床組の復旧。

天井ガラスの取付。

床板を取り外すと破損状況が見えてくる。

外部となるヴェランダの柱は破損が著しかった。

煉瓦壁は部分的に目地を取り除き、アラミドロッド
による目地の補強によって一体化をはかった。

床組の復旧。

既存建物の部材、鉄骨補強、設備配管を干渉しない
よう納める。

既存床上に新たな床を整備。

1階内部の床板は全て取り外した。

破損部分の補修を行い、痛みのない部分と継ぎ合わ
せる。

煉瓦壁は解体せず、部分的に欠失部の補填をした。

床板の傷んだ部分を削って同じ種類の木材で補修す
る。矧木（はぎき）。

鉄骨補強と床板の納まり。

素屋根の解体。
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ホールでのオープニングイベントの様子　音声ガイドには特別版として、西置繭所の建物の一部や、展示資料やをきっかけにしてストーリーが始
まる浪曲を制作した。浪曲師の玉川太福氏によるオリジナルの浪曲は、かつて西置繭所で従業員たちの間でこんな会話がなされたのかもしれない、
と思わせる内容となっている。オープニングイベントでは、ライブで浪曲を披露した。
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西置繭所東側外観、夕景　外観ライトアップは、ヴェランダに仕込んだ照明によって、フラットに建物を照らす。ノスタルジックになりがちな歴
史的建造物だが、均一なライトアップとすることで、新しい西置繭所の印象を強めることを狙った。1階は操業末期の改修で設けられていた化粧
の煉瓦壁によって塞がれていたものを取払い、壁内に残っていた建具を現した。窓ガラスからは内部の様子が透けて見える。
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